様式第4
原因者判明漁場油濁発生報告書
平成　年　月　日

公益財団法人　海と渚環境美化・油濁対策機構
理事長　　　　　　　　　殿
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
組合名　　　　　　　　　 eq \o\ad(漁業協同組合,　　　　　　　　　)
代表理事組合長　　 　　　　　　　　　　印
　

原因者が判明しているが、原因者による防除措置及び清掃作業が行われないおそれがある(原因者による防除措置及び清掃作業は行われているが、漁場油濁の拡大の防止のため、船舶の所有者等の責任限度額を超えて防除措置及び清掃作業を行う必要がある)漁場油濁が発生したので、次のとおり報告します。                                                                                       
	油濁発生日時
	年　　月　　日
	AM
	時　分
	発生場所
	

	
	
	PM
	
	
	

	漁の

場状

油況

濁
	

	関へ

係の

機通

関報
	　　　年　　　月　　　日　　　時　　　　　　海上保安部（署）

　　　年　　　月　　　日　　　時　　　　　　県　　　　　課

　　　年　　　月　　　日　　　時

	原

因

者
	名称（船名、施設名）

対応すべき者の名称、住所

保険等の状況

	原対

因応

者状

の況
	

	漁対

業応

者内

の容
	

	防除清掃
	実施予定年月日
	従事予定人数
	使用予定資材名
	予想所要金額

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


上記について、事実と相違ないことを確認する。
平成　　年　　月　　日　　　
住　所
　　　　　　　　　　　　　　県漁業協同組合連合会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事会長　　　　　　　　　　印
(注) 報告者が所在する都道府県に都道府県漁業協同組合連合会が存在しない場合又は存在する場合であっても、報告者が当該都道府県漁業協同組合連合会の構成員でないときは、「上記について」以下の文言を削除する。



































































































PAGE  
1

